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Abstract
The etfectiveness of dissolved air■otation、vith s a、l ter coagulation ttras studied in batch
郡ァise experirnents  After coagulating with seawater and alkalies,nocs were readily noated郁′ith
high separating velocity and excellent 、va er quality comparing with sedilnentation  lt 、'as
expected that aOtation都/ s rnore excellent separating process of non―settable n s,in industrial
都′astes as well as municipal、vastes,than sedirnentation
1.緒 論
加圧浮上法 (溶解空気浮上法)は,予め加圧
した水を常圧に戻 した際に発生する10～100
μm程度の微気泡群を被処理原水中の懸濁質に
多数接触させ,付着した気泡群の浮力を利用し
て浮上除去する水処理法である。筆者らはすで
に,本法について,浄水・下水処理への応用を
意図して理論的・実験的な研究を行ってきた。そ
の結果,加圧浮上法は各種の凝集フロックの固
液分離に極めて有効であることを確認し, さら
には浮上分離の機構,動力学的な取扱い,基本
設計の手法に関して提案・報告してきた1～0。
本報は, これら一連の論文の補完をなすもの
で,海水およびアルカリを用いて凝集生成させ
たフロックの浮上性を検討しようとするもので
ある。一般に,浮上処理の対象となる成分は,通
常の沈澱操作では除去し難い難沈降性の凝集フ
ロック,溶解成分の不溶化によって生ずる褒析
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フロック等が対象である。本報で扱 う海水添加
凝集法により生成したフロックはその典型のひ
とつである。東京水産大学の丸山。)によれば,海
水およびアルカリの添加による懸濁質の凝集は
比較的簡単に行え,かつ経済的にも充分に引き
合 う場合が多い。実際に,三菱製紙八戸工場に
おいては, クラフトパルプ(KP)排水処理に本
法を採用し (Sea Lime Process法10))効果をあ
げている。しかし,KP排水は色度成分が多いた
めに,生成したフロックの沈降性が必ずしも良
くなく,沈澱前に高分子現集剤をさらに添加し
て沈降性の改善を行っているのが実状である。
他の産業排水処理やし尿処理においても,海水
添加凝集法の利用の可能性は非常に大きい。し
かし,いずれも,生成したフロックが難沈降性
のものとなることは,丹保の研究11)から切らか
である。
そこで,本報で, し尿処理水と下水処理水を
対象に,海水添加凝集フロックの浮上性を試験
し,処理水質および分離速度について沈降法の
場合と比較検討したので結果を報告する。
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